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研究成果の概要（和文）：本研究では、畜産物の①プライベート・ブランド化に成功している事

例、②畜産物の加工まで取り入れ、PB 化に成功している事例の経営行動を時系列的に整序し、

企業者能力、および新機軸の本質を明らかにした。具体的な経営行動では、明確な目標を持ち、

情報収集を周到に行い、独自性を追求した生産を目指していた。そのような経営努力が、消費

者に、機能的ベネフィットだけではなく、心理的ベネフィットも提供していた。また、消費者

を固定客にして、安定した収益を享受することにつながっていた。 
 
研究成果の概要（英文）：We investigated and analyzed the examples that succeed in ① 
private branding of livestock products, and ② processing and private branding of livestock 
products, in time series. We clarified some essences of their management abilities and 
innovations. Concretely, they performed intelligence with a clear aim and aimed at the 
production that pursued originality. Such a management effort provided not only the 
functional benefit but also the psychological benefit to consumers. In addition, they made 
consumers regular customers and led to enjoying stable profit. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 畜産物の販売は、食肉の場合、と畜とい
うプロセスを伴うために、多くの畜産経営は、
生体の出荷に留まっている。また、牛乳・乳
製品も、多くの酪農経営は、指定生乳生産者
団体の一元集荷多元販売による、生乳生産に
留まっている。すなわち、原料供給の段階で
あるが故に、プライス・テーカーであり、価
格変動のリスクを恒常的に受けている。 

 
(2) このような状況下で、自家の経営で、畜
産物加工に取り組んだり、プライベート・ブ
ランド（以下、PB と略す）として販売に取
り組んだりする事例が、各地に現れている。 
 
(3) しかし、多くの場合、副業的な段階に留
まっており、収益の柱となっている事例は、
希有である。 



２．研究の目的 
(1) 畜産物加工や PB 化で付加価値を高め、ニ
ッチとして成功を享受するためのメカニズ
ムについて解明することを目的とする。 
 
(2) 製品の差別化を前提としたニッチ市場は、
独占的競争と酷似した性格を持っており、新
規参入者の存在等によって、独占的利潤の維
持存続は困難である。それ故、時系列的なア
プローチが不可欠である。独占的利潤の維持
の戦略について解明することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 畜産経営による畜産物加工・PB 化の取り
組みを研究対象とし、採卵鶏経営 2 事例、酪
農経営 2 事例、養豚経営 1 事例を取り上げ、
3 年間の定点観測を行った。 
 
(2) 特に、テーマに用いている「加工」、「PB
化」だけではなく、消費者へ直売している事
例を、「6 次産業化」と呼んでいる。「動態的
研究」の特徴として、畜産物加工や PB 化の
成功メカニズムだけではなく、その後の維持
展開をトレースしている。 
 
(3) 調査事例で、「加工」、「PB 化」、「6 次産業
化」の事業評価をするために、可能な限り付
加価値の分析も行った。その成果は、各先駆
的畜産経営にフィードバックしている。 
 
４．研究成果 
(1) はじめに 
 加工、PB 化、６次産業化といっても、そ
れに取り組む動機、事業内容など、様々であ
る。先進事例の最大公約数を求めると、ほん
のわずかなものになってしまう。それ故、最
小公倍数で考える必要がある。 
 
(2) 加工、PB 化、６次産業化への動機 
 様々な動機があるが、大きく 3 つに分類で
きる。 
①「通常の生産・販売では、自分で価格を

決めることができない」ということをあげる
経営者が、ほとんどである。それ故、価格は、
市場で決まることになる。これは、まさしく
「プライス・テーカー」になる。「プライス・
テーカー」の場合、市場の価格変動の影響を
受けて、経営が不安定になる（図１参照）。 
 
 ②「規模拡大による収益の増加が難しい」
ということをあげる経営者もいる。新たな畜
舎の敷地の確保問題、新たに増えるたい肥の
処理問題を考慮すると、規模拡大が、難しい
ケースは多いと考えられる。それ故、規模拡
大が難しく、収入の増加を求めて、加工、PB
化、６次産業化へ踏み込むといったケースが
ある。これは、追求する目標を「規模の経済」

から「範囲の経済」へ変更したことになる。 
 

 

 
 ③「後継者等が就業するので、その場を確
保する必要がある」ということをあげる経営
者もいる。後継者数が複数の場合は、農場部
門、加工部門、外食や小売部門に分かれて就
業するケースもある。これは、「学習の経済」
を追求していることになる。複数の後継者等
が、得意分野に特化することによって、それ
ぞれの技術の高度化、ひいては生産性の向上
につながることが期待される。 
 
(3) ブランド化 
 自分のオリジナルな製品（畜産物や加工品）
として販売する場合、他の製品との差別化を
図ることが肝要である。特に加工品の場合は、
大手の食品産業とは異なる加工品を目指す
必要がある。 
 このような生産・加工における経営努力が、
製品における、消費者の機能的ベネフィット
と心理的ベネフィットを高めることになる。
機能的ベネフィットは、当該製品を食べた時
の美味しさに依存する。心理的ベネフィット
は、当該製品の持つストーリーに依存する。
この二つのベネフィットを金額で評価する
のである。 
 そして、下記の式が成立するとき、消費者
は、リピーターになる。 
 



機能的ベネフィット 
 ＋ 心理的ベネフィット 

＞ 製品の価格 ＋ 機会費用 
 
 この状況が維持されると、図２のような企
業利潤を享受することが可能になる。 
 
(4) マーケティング 
 ①他の製品との差別化と同時に、製品をい
かに販売するかが、重要である。すなわち、
多くの人に製品を認知してもらう必要があ
る。 
 
 ②その際、積極的なマーケティング活動が
必要になる。例えば、展示会やイベントの機
会があれば、できるだけ参加することが、肝
要である。 
 このような認知への努力が、消費者の拡大
につながっていく。また、当該の努力が、マ
スコミの耳目に触れ、取り上げられるという
ケースもある。 
 
 ③大切なことは、ブランド化への製品の向
上努力があって、マーケティング努力が生き
てくるということである。当然のことながら、
マーケティングだけでは、一時的な消費の増
加があったとしても、持続しないのである。 
 
 ④さて、消費者や消費者グループ（生協等）
に、直接、販売することは、生産者にとって、
大きなメリットがある。第１に、消費者や消
費者グループがリピーターになれば、一定の
金額で販売できる。第２に、消費者の製品に
対する生の声を聞くことができる。 
 後者は、消費者や消費者グループをリピー
ターにできるかどうかの大切な情報源にな
る。この情報を、生産部門や加工部門にフィ
ードバックできるような仕組み作りが肝要
である。 
 
 ⑤さらに、防疫上の問題でクリアーすべき
点はあるが、消費者や消費者グループに、農
場を訪問してもらうことも肝要である。生産
や加工の現場に触れてもらうことで、前述の
心理的ベネフィットを高めることにもなる。 
 
 ⑥最後に、マーケティングで留意すべき点
は、製品の直接販売において、欠品をいかに
回避するかということである。これに関して
は、「製品を 100％直接販売とするのではなく、
一定の割合を市場販売して、バッファーとし
ての機能を持たせる」と回答した経営者が大
半である。欠品は、生産者と消費者の信頼関
係に影響するのである。 
 
(5) まとめ 
 畜産経営の加工、PB 化、６次産業化への

挑戦は、各地で萌芽している。生産者と消費
者が、短期的な取引ではなく、長期的なつな
がりになることは、生産者にとって、大きな
メリットがある。そのためには、生産者サイ
ドでは、消費者の生の声をいかに生産部門や
加工部門で活かしていくかが、大切である。 
 すなわち、生産者と消費者の信頼関係の構
築が、今まさに求められている。不確実な国
内外の経済状況の下で、安定した両者の信頼
関係構築が、安定した社会構築に寄与する。 
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